
新型コロナウイルス感染症（COVID-19）への予防対策について 
～ヴァリアスバス～ 有限会社ワイズ・ホーク 

 

平素よりヴァリアスバスをご利用いただきまして誠にありがとうございます。 

新型コロナウイルス感染症拡大防止に向け、お客様にご安心してご乗車いただくために、以下の対策を

行っております。お客様におかれましてもマスクの着用等、感染症対策へのご理解・ご協力をお願い申し

上げます。 

 

１．貸切バス 車内消毒の徹底 

お客様がご乗車頂く毎、運行中の休憩時にも実施します。 

  

（１）消毒箇所 

       車内の手すり・窓ガラス・ひじ掛け・グリップ・荷物棚 

 

   （２）仕様薬剤 

       アルコール消毒剤（70％以上） 次亜塩素酸ナトリウム希釈液 

  

（３）車内空間 

       次亜塩素酸ナトリウム希釈液の噴霧 

 

２．運行中における車内の徹底 

  

（１）乗務員 

      マスク及び手袋の装着・飛沫防止のためのマウスシールドの着用 

   安全を考慮した上での透明素材を使用した運転席の隔離 

 

（２）大型バス・マイクロバスの全車両 

      外気導入固定運転による外気導入、及び運転席の窓開 

 

（３）待機駐車中 

      乗降ドアーの開放による十分な換気 

 

（４）お客様の検温の実施 

 

 

 

 



ご乗車されるお客様へのお願い 
 
 
１．ご乗車前の体調確認 
●嗅覚・味覚の異常 ●咳・痰や頭痛・喉の痛み ●倦怠感 の有無 

 
２．ご乗車前の検温 

    37.5℃以上の場合はご乗車頂けない場合がございます。 
 
３．ご乗車中は必ずマスクの着用をしてください。 

    （できるだけ、マスクの表面には触れないようご協力ください） 
 
 

運行中は乗降されるごとに、非接触型体温計にて乗務員が検温を行います。 
手指のアルコール消毒を行っていただきますので、ご理解とご協力の程、お願い申し上げます。  

３．乗務員の感染予防対策及び健康管理指導 

   

（１）日常生活 

     ①不特定多数が利用する「三密」となる施設の利用制限 

     ②日常生活において、マスクの着用 

     ③こまめに石鹸で手を洗い、アルコール消毒の実施 

 

（２）出勤前の体調確認 

●嗅覚・味覚の異常 ●咳・痰や頭痛・喉の痛み ●倦怠感 ●検温 の有無の確認し 

体温 37.5℃以上で上記いずれかの症状がある場合は出勤せず自宅待機 

 

（３）乗務前点呼時の追加確認事項 

①体調の再確認 

●嗅覚・味覚の異常 ●咳・痰や頭痛・喉の痛み ●倦怠感 ●検温 の有無の再確認 

②検温 

      体温が 37.5℃以上あり①の症状が出た場合は乗務の禁止をし、代替乗務員にて運行 

する。 

 

（４）乗務員もお客様と同様に検温を行う。  

体調が不調となり 37.5℃以上の体温が確認された場合は代替乗務員にて運行する。 


